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2023年（令和５年）
京ト協 取引適正セミナー
2022年度 特定整備業実態調査
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１
月
の
負
債
額
１
０
０
０

万
円
以
上
の
全
国
企
業
倒
産

件
数
は
、
前
年
同
月
比
26
・

１
％
増
の
５
７
０
件
と
10

カ
月
連
続
で
前
年
を
上
回

っ
た
。
対
前
月
で
は
２
カ
月

ぶ
り
に
減
少
に
転
じ
た
も
の

の
、
増
勢
は
強
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
京
都
は
24

件
。
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
が

先
月
公
表
し
た
。

　

５
７
０
件
全
て
が
中
小
企

業
の
倒
産
で
、
従
業
員
10
人

未
満
が
全
体
の
88
・
５
％
を

占
め
た
。
産
業
別
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
業
が
１
８
２
件

と
、
引
き
続
き
10
カ
テ
ゴ
リ

ー
中
最
多
で
推
移
し
、
前
年

同
月
比
で
は
５
カ
月
連
続
で

増
。
製
造
業
、
運
輸
業
、
情

報
通
信
業
、
不
動
産
業
、
小

売
業
、
建
設
業
、
農
・
林
・

漁
・
鉱
業
は
増
加
し
、
卸

売
業
は
減
少
に
転
じ
た
。

金
融
・
保
険
業
は
前
年
と

同
数
だ
っ
た
。

　

一
方
、
20
年
２
月
以
降

に
起
こ
っ
た
コ
ロ
ナ
関
連

の
経
営
破
綻
は
、
15
日
現

在
で
５
７
７
３
件
（
負
債

１
０
０
０
万
円
未
満
も
含

む
）
に
上
っ
た
。
京
都
は

前
月
か
ら
６
件
増
え
１
３

１
件
。
22
年
中
盤
か
ら
後

半
に
向
か
う
に
つ
れ
、
コ

ロ
ナ
破
綻
の
増
加
ト
レ
ン

ド
は
一
気
に
強
ま
り
、
昨

12
月
以
降
３
カ
月
連
続
で

月
別
最
多
件
数
を
更
新
す

る
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。

　

業
種
別
で
は
、
飲
食
業

が
突
出
し
、
建
設
業
、
ア

パ
レ
ル
製
造
・
販
売
、
飲

食
料
品
卸
売
業
、
宿
泊
業

が
こ
れ
に
追
随
す
る
状
況

は
変
わ
ら
な
い
。

　

今
後
、
コ
ロ
ナ
関
連
融

資
の
返
済
、
運
転
資
金
の

調
達
が
主
な
焦
点
と
な
る

が
、
こ
こ
に
原
材
料
価
格

や
人
手
不
足
で
の
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
が
加
わ
り
、
倒
産

リ
ス
ク
は
高
ま
る
一
方

だ
。
コ
ロ
ナ
破
綻
は
依

然
増
勢
が
続
く
と
み
ら
れ

る
。

ー
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
編
ー

倒
産
数
、連
続
前
年
超
え

１
月 

コ
ロ
ナ
破
綻
ま
た
も
最
多

現　　行 改　　正

2024年4月1日 １年の拘束時間の範囲内 ９６０時間

2023年4月1日 25% 50%

施行済み

改正労働基準法

時間外労働の上限規制（年）

月６０時間超の時間外割増

年５日の年休取得義務付け 年休１０日以上の労働者対象、取得時季の指定（就業規則）

2024年４月１日施行

１年/１カ月の拘束時間

１日の拘束時間

１日の休息時間

改正改善基準告示（骨子のみ）

原則：年3516時間/月２９３時間

原則：１３時間（最大１６時間）

８時間（分割４時間以上で計１０時間）

現　　　　行 改　　　　正

原則：年3300時間/月２８４時間

原則：１３時間（最大１５時間）

原則：１１時間努力義務（下限９時間）

　

中
小
企
業
に
お
け
る
月
60

時
間
超
の
時
間
外
労
働
に
対

す
る
割
増
賃
金
率
が
４
月
１

日
か
ら
50
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
で
は
セ
ミ
ナ

ー
や
啓
発
物
な
ど
を
通
じ
て

対
応
を
呼
び
掛
け
て
き
た
。

し
か
し
、
慢
性
的
な
人
手
不

足
や
軽
油
価
格
高
騰
に
伴
う

経
費
負
担
増
な
ど
経
営
環
境

は
厳
し
く
、
特
に
ド
ラ
イ
バ

ー
は
賃
金
に
占
め
る
歩
合
給

の
割
合
が
高
め
な
た
め
、

「
法
令
順
守
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
労
働
時
間
の
短
縮
は
給

料
に
直
結
し
、
労
働
時
間
抑

制
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
離

職
が
心
配
」
と
対
応
に
苦
慮

す
る
企
業
も
少
な
く
な
い
。

　

24
年
４
月
に
は
年
間
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
も
ス
タ

ー
ト
、
企
業
経
営
者
に
と
っ

て
さ
ら
な
る
困
難
が
の
し
か

か
る
。
23
年
問
題
を
抱
え
つ

つ
、
24
年
問
題
の
解
決
策
を

見
出
す
正
念
場
の
１
年
に
な

り
そ
う
だ
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
関
連
記
事
2
面
） 　

「
22
年
の
勤
務
実
績
を
基

に
月
60
時
間
を
超
え
る
部
分

の
割
増
賃
金
率
を
50
％
で
試

算
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
月
で

は
数
百
万
円
負
担
が
ア
ッ
プ

す
る
。
残
業
時
間
の
抑
制
は

必
須
。
そ
の
上
で
賃
金
水
準

は
現
行
の
ま
ま
が
理
想
だ
が

…
」。
京
都
市
内
に
本
社
を

置
き
、
他
府
県
に
も
営
業
所

を
構
え
る
運
送
会
社
経
営
者

は
そ
う
話
す
。
ま
ず
は
業
務

内
容
を
見
直
す
こ
と
で
生
産

性
を
高
め
、
時
間
を
短
く
し

な
が
ら
現
在
の
業
務
量
を
こ

な
す
考
え
と
い
う
。

働き方改革、対応に苦慮
来月から月60時間超 割増賃金率アップ

　

月
60
時
間
超
の
時
間
外
労

働
に
対
す
る
割
増
賃
金
率
改

定
は
２
０
１
０
年
の
労
働
基

準
法
改
正
で
定
め
ら
れ
た
。

中
小
企
業
は
経
営
環
境
の
悪

化
を
懸
念
さ
れ
る
た
め
25
％

に
据
え
置
か
れ
て
い
た
が
、

19
年
施
行
の
働
き
方
改
革
関

連
法
で
猶
予
措
置
が
撤
廃
さ

れ
た
。

　

１
カ
月
の
起
算
日
か
ら
時

間
外
労
働
時
間
を
数
を
累
計

し
、
月
60
時
間
を
超
え
た
時

点
か
ら
50
％
以
上
の
率
で
計

算
し
た
割
増
賃
金
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
60
時
間

を
超
え
る
時
間
外
労
働
が
午

後
10
時
―
午
前
５
時
の
時
間

帯
に
行
わ
れ
る
場
合
、
深
夜

割
増
賃
金
率
25
％
を
加
え
た

75
％
が
必
要
と
な
る
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働

者
の
健
康
を
確
保
す
る
た
め

引
き
上
げ
分
の
割
増
賃
金
の

代
わ
り
に
代
替
休
暇
を
付
与

で
き
る
―
と
し
て
い
る
も
の

の
、
人
手
不
足
が
深
刻
な

中
、
有
休
取
得
そ
の
も
の
が

難
し
く
、
緊
急
時
に
は
管
理

者
が
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
業
務

を
こ
な
し
て
い
る
の
が
実
情

だ
。

　

府
内
の
あ
る
運
送
会
社

は
、「
適
正
な
運
賃
が
収
受

で
き
れ
ば
解
決
で
き
る
問

題
。
国
土
交
通
省
は
標
準
的

な
運
賃
制
度
を
設
け
た
が
、

事
業
者
と
し
て
は
最
低
運
賃

を
設
定
し
て
ほ
し
い
」
と
提

案
す
る
と
同
時
に
、「
働
き

た
い
人
が
思
う
よ
う
に
働
け

な
く
な
る
の
は
お
か
し
な
話

で
は
な
い
か
」
と
漏
ら
す
。

　

働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ

っ
て
24
年
４
月
か
ら
罰
則
付

き
時
間
外
労
働
時
間
の
上
限

規
制
（
年
９
６
０
時
間
）
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

労
働
政
策
審
議
会
の
下
に
自

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

動
車
運
転
者
労
働
時
間
等
専

門
委
員
会
を
置
き
、
改
善
基

準
告
示
（
自
動
車
運
転
者
の

労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め

の
基
準
）
を
見
直
し
た
。

　

22
年
12
月
に
発
表
さ
れ
た

内
容
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
は
１

年
の
拘
束
時
間
が
現
行
よ
り

２
１
６
時
間
少
な
い
３
３
０

０
時
間
、
１
カ
月
は
９
時
間

減
の
２
８
４
時
間
に
変
更
。

１
日
の
拘
束
時
間
は
原
則
13

時
間
の
ま
ま
だ
が
、
最
大
16

時
間
が
最
大
15
時
間
に
短
く

な
っ
た
。
休
息
時
間
も
８
時

間
（
分
割
4
時
間
以
上
で
合

計
10
時
間
）
が
、
原
則
11
時

間
の
努
力
義
務
（
下
限
９
時

間
）
に
改
め
ら
れ
た
。

　

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

に
つ
い
て
は
「
２
０
２
４
年

問
題
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
大
阪
府
内
の
倉
庫
会

社
社
長
は
「
24
年
問
題
に
本

気
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
荷
主
企
業
」
と

強
調
。「
こ
れ
か
ら
運
送
会

社
と
共
に
生
産
性
向
上
や
物

流
改
善
を
提
案
し
て
い
く
」

と
打
ち
明
け
る
。

　

京
都
府
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
適
正
化
実
施
機
関
（
荒

木
律
也
本
部
長
）
で
評
議
委

員
長
を
務
め
る
、
大
阪
産
業

大
学
の
浜
崎
章
洋
教
授
も

「
24
年
問
題
は
ゴ
ー
ル
で
な

く
ス
タ
ー
ト
。
ド
ラ
イ
バ
ー

職
の
労
働
環
境
や
条
件
を
全

産
業
の
平
均
ま
で
高
め
て
か

ら
が
人
材
確
保
に
向
け
て
の

勝
負
」
と
語
る
。

　

２
月
28
日
、
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労

働
時
間
改
善
京
都
府
地
方
協

議
会
（
久
本
憲
夫
座
長
、

京
都
橘
大
学
教
授
）
主
催

の
適
正
取
引
セ
ミ
ナ
ー
が
開

か
れ
、
荷
主
企
業
に
改
正
改

善
基
準
告
示
の
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
長
時

間
労
働
の
抑
制
に
対
す
る
理

解
と
協
力
を
求
め
た
。
日
本

Ｐ
Ｍ
Ｉ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

の
小
坂
真
弘
社
長
も
「
人
材

不
足
は
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
続

く
。
賃
金
を
上
げ
な
け
れ
ば

ド
ラ
イ
バ
ー
が
集
ま
ら
ず
、

輸
送
に
関
す
る
コ
ス
ト
は
確

実
に
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。
現

場
の
改
善
な
く
し
て
は
生
き

残
り
は
難
し
い
」
と
力
を
込

め
た
。

　

国
民
生
活
と
経
済
に
欠
か

せ
な
い
物
流
業
界
。
国
挙
げ

て
業
界
の
将
来
の
在
り
方
を

真
剣
に
考
え
る
時
期
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
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◇
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◇
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